
83.弘前大学の協定校に向けた情報発信
（学外対応分）

実施時期又は期間
平成２３年５月下旬～継続中

対応部局及び人員
国際交流センター，学務部留学生課 ３名

実施の背景・目的
東日本大震災における地震・津波の被害や福島原子力発電所事故の影響から，風評被

害による外国人留学生の減少等が懸念されたため，国際交流センター定例会議で協議し，

国際交流センターＨＰを活用して，本学での震災の影響の少なさ，並びに安全性につい

て協定校向け情報発信をすることとした。

実施概要
協定校向け書簡（日・英）を，国際交流センター長名でメール送信するとともに，国際交

流センターＨＰのトップページに放射線情報（全国都道府県の放射線量等）と併せて掲載し

た。

効果又は結果
協定校学生の留学不安の解消に貢献した。

担当部局名
国際交流センター，学務部留学生課

国際交流センター HP トップページ



 
Dear Sir and Ma’am  
 
We wish to take this opportunity to inform you that I, Jun ONISHI, took over director 
position of international exchange center of Hirosaki University from Prof. Dr. 
Kuramata as of April 1st 2011.  Your continuous kind support to our center and myself  
will be highly appreciated. 
 
As you are already aware, a heavy earthquake occurred at the north-east part of Japan 
and many Japanese were victims of the tsunami created by this earthquake. As we are 
far from these tsunami hit areas (the epicenter is 300~400 kilometer to the southeast of 
Hirosaki ), we have not been affected. Our students included international exchange 
students have already started a normal academic life without any difficulties. If you are 
concerned about the residual radiation level of Aomori Prefecture, you can refer to our 
home page. 
 
We believe that we, Japanese will recover from this most difficult situation and make 
every effort to reconstruct our country as soon as possible. This is our wish that this 
difficult situation will even strengthen our friendship and collaborations between your  
university and Hirosaki University.  
 
 
Sincerely yours, 
 
 
Professor Dr. Jun ONISHI. 
Director, International Exchange Center  
Hirosaki University 



                               
拝啓 
 
 私、2011 年 4 月 1 日付けで倉又秀一から国際交流センター長の職を引き継ぎました大西

純でございます。 倉又在任中は皆様方から暖かいご支援をいただき、この場を借りて厚

く御礼申し上げます。私も微力ながら、職務に全力を尽くす所存でございますので、ご指

導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
 さて皆様ご承知のとおり、この 3 月 11 日に日本の東北部で巨大な地震が発生し、地震に

よる津波で多くの日本人が犠牲となりました。本学は幸いにも、津波が襲った地域から距

離が離れていたため、被害はありませんでした（地震の震源地は、弘前市から 300－400 キ

ロ南東にあります）。また福島原子力発電所の放射線漏えいの影響も特になく、交換留学生

を含め、本学の学生はすでに何の支障もなく通常の学生生活を開始しており、皆様方に心

配をおかけしましたが、恙なく過ごしております。（尚、青森県の放射線レベルについては、

本学国際交流センターのホームページをご参照いただければ詳細確認できると存じます。） 
  
  国際交流センターは今後ともより充実した海外協定校並びに諸関係機関との関係を築く

ため、日々努力していく所存です。今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 
敬具 
 
 
弘前大学 
国際交流センター長 
教授・博士 大西 純 
  
 
    



 

国際交流センターHP のトップページに掲載した放射線情報 
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